












































平成２１年度当初予算(案)のポイント　

経 済 対 策 へ の 取 り 組 み

（単位：千円）

予 算 の 規 模 等

行 政 改 革 へ の 取 り 組 み

市 民 協 働 の ま ち づ く り

●高齢者ワンコインバス事業 282,873
●共同生活援助等緊急時支援事業 136
●中途失明者社会生活適応訓練事業 550
●知的・精神障がい者雇用促進事業 9,528
●乳児家庭全戸訪問事業 8,479
●養育支援訪問事業 900
●ＤＶシェルター補助事業 600

●滝尾中学校施設整備事業 73,130
●南大分小学校施設整備事業 5,000
●小中学校校舎等耐震化推進事業 646,923
●賀来幼稚園園舎改築事業 23,188
●幼稚園園舎耐震化推進事業 44,469
●(仮称)西部共同調理場建設事業 637,527
●横尾貝塚保存整備活用事業 1,107,470

●ホームタウン市民ネットワーク事業 3,000
●大分市武漢市友好都市締結３０周年記念事業 32,042

●防災情報メール配信事業 3,206    
●防災行政無線更新整備事業 3,488
●災害復旧復興活動拠点整備事業 9,000
●新型インフルエンザ対策事業 17,250
●東消防署坂ノ市出張所移転建設事業 109,000

●東消防署(仮称)松岡出張所建設事業 33,200

●企業立地推進事業 625,124
●商都復活支援事業 84,565
●ふるさと回帰ビジネスモデル実証研究事業 2,000
●給食農園モデル事業 500
●間伐促進路網整備事業 1,077
●漁村再生事業 51,920

新 年 度 の 主 要 施 策

●大分駅周辺総合整備事業 4,381,314
●総合社会福祉保健センター用地取得事業 3,130,575
●大分市都市計画マスタープラン策定事業 11,000
●市街化調整区域における地区計画策定事業 3,000
●大分市住宅マスタープラン策定事業 7,000
●地上デジタル放送共聴施設整備事業 44,000

●みんなの森づくり市民植樹祭 6,000
●段ボールコンポスト普及啓発事業 6,000
●給食残渣の資源化事業 9,200
●廃食油のＢＤＦ化事業 1,856
●環境にやさしい自動車導入推進事業 14,500
●ごみ収集車両へのハイブリッド車導入事業 30,000

「行政改革推進プラン」に基づいて事業の見直し等を行い、
29億5,800万円の財源を捻出しました。

●特別会計の健全化 ６１１百万円
管理業務や使用料の見直しなど

●その他 １０５百万円
受益者負担の適正化、地方債の効率的活用など

●行政事務の効率化､事務事業の整理合理化 １,２４３百万円
行政評価制度・分権型予算制度の活用、補助金の見直しなど

●業務執行方式の見直し ６２５百万円
業務の見直しなどによる職員数の削減など

●給与の適正化 ３７４百万円市民福祉の向上

環境の保全

都市基盤の整備 プライマリーバランスと市債残高の推移

教育・文化の振興

２４億円

　平成２１年度末
主要基金残高

平成21年度は、急激な景気後退に伴い市税の大幅な減収が見込まれるうえに社会保障関係費や公債費は増加
傾向にあり極めて厳しい財政状況にあります。

このため予算編成にあたっては、行政改革に積極的に取り組み、徹底したコスト意識のもと効率的・効果的な財源
配分に努めるとともに、深刻化する経済状況の中、地域経済の活性化にも最優先課題として取り組みました。

４３事業 事業規模１４,６５３百万円

（単位：億円）

年　　　度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

プライマリー
バランス

△ 61 33 111 100 119 131 101 63

市債残高 1,969 2,019 2,102 2,097 2,069 2037 1,975 1,950

＜大分市独自の施策＞ １５事業 ５,６７０百万円

●臨時職員雇用枠の確保 ３６百万円

離職した非正規労働者等を対象に臨時職員の優先枠

を確保

●中小企業者事業資金融資制度の拡大 １,９４０百万円

＜国の経済対策関連＞ １９事業 ５６０百万円

●ふるさと雇用再生特別交付金事業 ４２百万円
団地間産直交流モデル事業など３事業

●緊急雇用創出事業 ２２０百万円
道路側溝等総合安全点検・補修事業など１３事業

＜国の経済対策関連＞
●定額給付金給付事業 ７,３９２百万円

定額給付金 ７,１２０百万円
給付対象数 約２０万世帯

●子育て応援特別手当給付事業 ３１７百万円
特別手当 ３０２百万円

給付対象数 約８,４００人

●公共工事に緊急経済対策重点枠を追加 ４４０百万円
市内業者への発注が中心となる道路の修繕費や学校、
保育所などの施設営繕費を重点枠として追加

●３支所建設事業の早期発注 ３,２５４百万円

大南、大在、坂ノ市の３支所建設事業に早期着手

●妊婦健診事業 ２０９百万円
公費負担を５回から１４回へ拡充

●その他 ８９百万円
障がい者自立支援臨時特例交付金事業など

●地域活性化・生活対策臨時交付金事業等 ４８４百万円

住吉保育所改築事業、南消防署敷戸出張所

移転建設事業、学校施設改修事業など

●介護従事者処遇改善臨時特例交付金事業 ２３０百万円

２１年度予算での対応

２０年度３月補正予算での対応 ９事業 ８,４２３百万円

防災・安全の確保

安心・安全のまちづくり １,９１２百万円

●自主防災組織関連事業

●防災情報メール配信事業

●皆春雨水排水ポンプ場整備事業

地域コミュニティの再生 ２６１百万円
●地域まちづくり活性化事業
●ご近所の底力再生事業
●地域力向上推進事業
●あなたが支える市民活動応援事業

など

２０年度の補正予算とあわせて中小企業への支援や雇用
の確保、地域経済の活性化につながる施策を実施

効果額 ２,９５８百万円

３４事業 ６,２３０百万円

市民と行政が一体となって行う市民
協働のまちづくりを６本の柱を中心に
進めます。

各会計の予算規模

産業の振興

１,５０７億４００万円

９９８億４,３００万円

２７９億６,５００万円

２,７８５億１,２００万円 ２.８％減

増減率

２.４％増

７.０％減

１５.８％減水　道　事　業　会　計 ２３５億４,９００万円

計 ２,７０６億８,２００万円

平成２０年度当初

一　 　般　   会　 　計 １,５４３億２,１００万円

特　 　別　　 会　　 計 ９２８億１,２００万円

平成２１年度当初会　　 計　 　区　 　分

地球環境保全の取り組み
１５４百万円

●生ごみのコミュニティ回収事業
●地球温暖化対策推進事業
●みんなの森づくり事業
●雨水貯留施設設置費補助金 など

スポーツによるまちづくり ４５百万円

●ホームタウン推進事業

●ホームタウン市民ネットワーク事業

市民の健康づくり ５７７百万円

●大分市民健康ネットワーク協議会交付金
●健康推進員地域活動事業
●総合型地域スポーツクラブ事業
●健康づくり施設整備事業 など

日本一きれいなまちづくり １１０百万円

●日本一きれいなまちづくり推進事業

●放置自転車対策事業

●きれいにしょうえおおいた推進事業

●屋外広告物簡易除去業務 など


